
＜ 令和６年度大分大学卒業式・学位記授与式・記念式典 ＞ 

 令和７年３月２５日（火）に「iichiko グランシアタ」で令和６年度大分大学卒業式・

学位記授与式が行われた。卒業生１０５９名、修士・博士課程２２２名のうち経済学部

卒業生は２９１名、修士課程７名であった。 

北野正剛学長が STさん（経済学部・渡邊ゼミ）ら各部代表８名に卒業証書や学位記

を授与し、「大分大学で学んだことに自信と誇りを持ち、勇気をもって社会人としての

道を歩んで行ってほしい」と祝辞をのべられた。 

卒業式終了後、学部毎の会場に分かれ、経済学部は大分オアシスタワーホテル５階孔

雀の間で記念式典が行われた。高見学部長の挨拶の後三浦洋一四極会会長が挨拶に立ち、

「今年は四極会が１００周年を迎え、全国の支部で祝賀会を開催する。卒業し新たな赴

任地に赴いた時、どうか最寄りの支部に連絡をとって欲しい。君達は一人ではない。そ

こには各分野で活躍している先輩達がいる。どうか先輩たちを頼ってほしい」と祝辞を

述べた。 

四極会会長賞は Y さん、S さん、渡邊ゼミ４年生１１名が受賞し、三浦会長から表彰

状と記念品が授与された。 

会場はゼミ毎にテーブルが設けられ、各テーブルでは担当教教員から一人ずつ卒業証

書が渡され、その度に歓声が上がっていた。 

ビールを酌み交わす者、肩を抱き合う者、写真を撮りあう者等互いの門出を祝い合う

姿が特に印象に残った。 

その様子はローカル民放局の OBS 及び大分合同新聞社にても報道された。 

大島英明（大 24）：記 

 


